
女性が今以上に活躍し、よりステップアップできる環境整備のため、次のように行動計画を策定する。

１．計画期間　：　令和３年４月１日　～　令和８年３月３１日

２．当財団の課題

　　・令和２年度中に採用した労働者に占める女性の割合は７割を超え、労働者に占める女性の割合も

　　８割以上と、女性の雇用は十分に確保できている。また、各職階に占める女性の割合も、管理職で

　　５割以上、係長級では６割以上と、女性の占める割合は高くなっている。今後も、女性の活躍を推進

　　するとともに、よりステップアップできる環境整備をしていく。

　　・職員へ制度の内容が浸透していないため、研修などを通じて制度の周知・休暇等の取得の推進を

　　行い、女性が活躍できる職場づくりを目指す。

３．目標

　　・管理職に女性職員を積極登用し、その占める割合について６０％以上とする。

　　・令和３年度から５年間の中期計画を定めており、育休業取得率男性１０％・女性１００％を目指す。

４．取組内容

　　【分類①】管理職への女性職員の積極登用

● 令和３年４月～ 人事評価基準の検討

管理職育成研修の実施

● 令和５年９月～ 人事評価の試行開始

● 令和６年４月～ 人事評価の本格実施

● 令和７年４月～ 部署による配置の偏りの検証と課題分析

課長級に占める女性比率を６０％以上

　　【分類②】育児休業・年次休暇の取得率の向上

● 令和３年４月～ 職員への周知方法の検討・パンフレット作成

部署ごとの業務量格差の検証

● 令和４年４月～ 部署ごとの育児休業・年次休暇取得日数の検証

実態調査

● 令和５年４月～ 課題分析・取得しやすい職場環境の整備や制度の検討
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